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序

木県では近年高速交通体系の整備や関連する地方主要道の建設事

をはじめとする地域開発が進行しております。これらの開発行為

と埋蔵文化財保護の基礎資料となるのが遺跡分布調査、遺跡範囲確

認調査であります。

本報告書は、昭和62年度国庫補助事業として実施した、東北横断

自動車道秋田線建設事業(山内村・横手市)、高速交通関連道路工

事(河辺町)の遺跡分布調査と土壌汚染特別対策事業(羽後町)、

東北横断自動車道秋田線建設事業(西仙北町)、国道103号バイパ

ス建設事業(大館市)、高速交通関連道路整備事業(小坂町)、西

111地区農免農道整備事業(鹿角市)の遺跡範囲確認調査の結果をま

とめたものです。これらの遺跡は開発事業が具体的に計画されてい

る区域内にあるため、埋蔵文化財保護の立場で適切に対処したいと

考えております。

最後になりましたが、これらの調査に多大のご協力いただきまし

た関係各機関に心から感謝を申し上げるとともに、今後共埋蔵文化

財の保護につきましてご協力賜わりますようお願い申し上げます。

昭和 63年 3月

秋田県教育委員会

教育長 斎 藤 長
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を得て尖施した、 i立]J'直人分:flii~)司 _:dt と i立 lJ'事

2 本書にJ品故の遺跡分イIJ調査・ i立一跡範囲確認調査は、秋田県教育庁文化課・秋田県JLjl_蔵文化

財センターと羽後tuT教育委民会の職員が担当した υ 幸lt丈は各担当者が作成したものをそのま

ま掲載したもので、編集は秋田県埋蔵文化財センターが行った。

日 昭和的年l立から実地している市町村単位の泣跡分布調布(士、本年度南秋田口|;と山本InJ内の

15í~tÎ IlJT村で行われた。その成果は後日、 i立跡地図として刊行の予定であるため、本書こには収

録しなかった。今年度は秋田県遺跡地図(県南版)として 3分IHJの 111サを刊行した。

4 笠岡;分布五J，'tl~在のうち、東北横断 l三!出J 主l:i.道秋 EEI *)j~ (沿!こE!IllT'枯?子IliI日J)の分市計IHtは、 111内

村・横子市の路根内を実施したが、一吉1)不時実なところがあるため、二大年度，i:rtJi:L¥調ftをちiミ泊

して、その結果とあわせて報告する。高j車交通関連j直路工事，の分布i調査は、河辺町今の路線 I}~

について実摘したが、調査の結果、遺構その他を確認できず、本報告から除外した。

5 {rm ITf] {ili;認調去のうち、用型i'1=1川IIIJII jili:跡、 Jft?尺1i立]Nf、JiI!:{JUI:i立]J'が、 111長官]NJ;は正式市l!i県

i主情その地をfi在誌できず、本報告から!;jt外した

6 主H主主ーに使用した地図は、建設省!i.]土地;flP.Iむと発行の 5TJ分 l地形図、秋FFlU\l 農政郎、 I~由民林

事務所、同土木部ぶ!と秋田土木事務所、|司土木部i立hlirE，栄作成の1000分の lの地I'.;<J、/えび秋1I1Ul~ 

農政m日ft角農林事務所作成の500分の lの地図である。
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l は じめに

Ij~11車両!J JJh を得て 7ミ地した の i当日事訴 ~IH 万 t巨特償f古黄l有{I陶t印叫:リ計1;什1'1凶重針動7力~'1ドI.守近秋問

u易EI]1訂・横手，!Jl'k¥] )、高速交通関連工事および土壌汚染特日IjJj策卒業、東北村i刊

f1( I二日制~ (横手，1']- ・秋臼~I 間) 、 103号4ノfイノぐス 、高速交通i羽述道路業(小

坂インター)、閉山地区農免農道草1i1fj事業に係る i主的~;の範 l主I{Î住認調査である。これらの調交は

慨に策定しである調査実施要項に基づいて秋田県教育庁文化謀、秋田県即日夜文化財センター職

員等が昭和田年4月から11月にかけて実施したものである。

第 2章 昭和62年度遺跡分布 e範囲確認調査実施要項

第 l部遺跡分布調査

調査の菌的

開発予定地域内を時五して遺跡の有無をii

2 調査の

(1) 計-'fllI地域の範間内で造物の表面採集段ぴ試掘調布を実地して、 を時認する

(2) 調査の期間はおおむね 1~ 5 日間とし、地一応の人々の遺跡についての情報を泊 )I~ する。

(:3) 確認された遺跡を地図へ記入するなどの記録は、必ず現場で行う。

(;J) :i主i叫;の:fJU兄・ をする。 I日]11寺に泣跡に予ーる杭liJ各・目141を詳しく

し、はじめての人て、も できるようにする。

(:'j)ーしている j立物と立j-I]!，をー子がかりに、できるだけ や什:::1与を判定するよう

力する。

(Gj 使用する地図は 5万分の 1J由形河と、 1m 完吉jj;;-，Jで作成した l :xl'~lî とする
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第2章 昭和62年度遺跡分布調査・範IItl確認調宜ゴジj主要項

尋

秋出

秋田県坦蔵文化財センター 児玉準

5 事業名@寵

第 2節 遺跡範囲確認調査

調査お詩的

!羽 係る遺跡の範四時認調査を実施して埋蔵文化財の保護と保存を図る。

2 W習
(1) 泣跡の広がり、j:Er:?交の度合い、 l時代とその性格を知るために、当該地域で遺物の表前i

/えび小規模の発掘調査(泣構時認1Mまでの掘り下げ)を行う。

(2) 調査の期間をおおむね 2~ 1213間とし その期間内にできるかぎり面的に発掘調査を

広げてj宣構の{ii'ii認に努める。

(:j) {i在iiZさlLたj立構、 j宣物、

と光掘調l:t:1犬j兄、

(4) 印刷する地形凶は関

hない。

さ、遺物包含層などの記録は現場で行う。その際

された遺構・遺物などは必ず写真撮影する。

で作成した一番大きな縮尺[2{jf1'f1とし、新規にil1iJ量などは行

(;i) 泣同;の立地条件などにJ:!IJした適切な調査をする。

3 調

秋田 L ..... 
f 

') 



第2節遺跡範囲確認調査

4 調査担当者

秋田県教育庁文化課 学芸主事 冨樫泰時

秋田県理蔵文化財センター 船木義勝

大野憲司

栄一郎

利部修

谷地

武藤祐j告

文化財主任 桜田隆

文化財主事 高橋忠彦

栗沢光男

羽後町教育委員会 社会教育係長 鈴木俊男

5 事業名@調査対象遺跡@調査期間ほか

名 遺及跡ぴ名所(遺在跡No地) 百周 」オ卦ミ4 具.月 間 t商 要|

土壌汚染特別対策事業
馬J;0野遺跡 昭和62年 4月21日

〔羽後町〕 -4月28日

士是?).z1 j宣跡 (No_23) 

東北横断自動車道秋田 〔西1111北町ー〕 昭和62年 7月6日 調査区内は遺跡

組(横手市・秋田市開j 堤沢II遺跡 (No.24) -7月8日 と認定できず

〔西il1J北町)

山王{主j宣跡 昭和62年 7月15日

103 〈イパス建 〔大館市〕 -7月17tl 

iJJ館跡
昭和62年10月9日

調査!R内は

〔大館市〕 と認定できず

高速交通関連道路整備 はりま館遺跡 昭和62年 8月24日

(ノl，~反インター) 〔小坂町〕 -9月5日

用野目)11向II遺跡 調査区内は遺跡

同山地区農免農道整備 〔鹿角市〕 昭和62年 9)=J1R と認定できず

)有里子目)111白IJIII j室跡 -9月4日

〔鹿角市〕
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第1図 遺跡分布・遺跡範囲確認調査位置図
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土壌汚染特別対策事業

ばぱの

馬場野遺跡

1 所寵地 雄勝郡羽後町林l]f奇宇馬場野5他

2 工事区域内遺跡菌積 2，000m2 

3 調査期間 昭和62年 4 月 21 日 ~4 月 28 日

4 調査担当者 富樫泰時・鈴木俊男

5 遺跡の立地と現況

遺跡は出羽丘陵の東裾、標高 100m前後の丘陵上に位置している。この丘陵は東側に舌

状にのびたもので、頂上は標高96m~ 110 m、裾は85m前後で、遺跡の所在するところで

のi隔はおよそ 200mはどで平坦面はなくすべて傾斜地である。遺跡のある西側は山林、東

側にも一部山林が存在するが大部分は畑地である。南側の裾には鶏舎が建ち、丘陵部も大

きく削りとられている。 遺跡の東約 250mのところには丘陵を切って南北に農免農道が走

っている。この舌状丘陵の南および北側には水田が開け、西側の山岳部から流れ出る沢は

丘陵の東で合流し新町川となって北に流れ雄物川にそそいでいる。

6 範囲@時代@性格

畑地になっている遺跡を踏査した結果、全域から少量の土器片、石器片が採集できたた

め第 3図のように頂上から南北にI幅1mのトレンチを設定して調査を実施した。その結果、

南側のトレンチからは遺構、遺物包含層は確認されず、また遺物包含層と考えられる黒土

はほとんどない状態であったり北側は早くから畑地として耕作されていたらしく、丘陵

の裾では畑の跡と忠われるテラスがいくつか確認された。

チで一箇所確認(土坑?)されただけであった。

遺物は北側に設定した11本のトレンチからパラパラ出土する程度であった。その中でも

B トレンチを中心にその両側(日~ 1トレンチ)で少し集中していたが遺構は確認できな

とfti、わhるものはCトレン

かうた。出土、ほ集した遺物は図ー写真で示したように縄文時代前期(大木2b式)の土器

と石器である。土器は%程度復原で与た。大きさは口径19cm、現高23cmの深鉢形のもので

- ;) -



馬場9lJ;遺跡

ある。口縁は平で、文様は口誌に平行に綾絡文が胴音r~下半まで地されている。胎土には 5

mm程の砂粒を含み、器表面はザラザラしている。石器は磨製石斧、白石、麿石、石鍛(全

て無柄)、石匙(全て縦長)、石箆、石棺などである。このようなことから遺跡は遺物包

んの少し境存する程度のものと思われる。

第2関 馬場野遺跡位置図

6 



E号渇帯百官岬

、

.3包馬渇野遺跡範囲悶

第4図馬場野遺跡 i車縁遠鍵〈北』筒)

ー 7-



}!%場野遺跡

(~ー-~ 2 

L-J 

第5図馬場野遺跡出土遺物
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山王岱遺跡;

今
&

/ 

さんのうたい

出王岱遺監事

1 所主E地 大館市餌:釣宇山王岱 8 1他

2 工事区域内遺跡面積 4，000m' 

3 調査期間

4 調査担当者

5 遺跡の立地と現況

遺跡は大館市街地の南東側に広がる標高70~80m の台地群のっち最も南の台地上に立地

し、沖積地との比高は 10~15mである。この台地の東側は餌ー釣沢によって関析され、西側

は池内方面に続く沖積地となり、平面的には前記台地群ーから南に突き出た半島状を呈し、

昭和62年 7 月 15 日 ~7 月 17 日

今回の調査地はその付け根の部分にあたる。昭和62年 5月6日から同年 7月14Bまでは調

査対象区の東側半分を調査し、縄文時代、平安時代、中世に属すると考えられる各遺構を

検出した。今回の範囲確認調査地は畑地と山林(杉)である。

S 範商@時代@性格

「秋田県の中世域舘」に示された餌釣館の範囲は、日吉神社を囲む一辺約30~50m の略

方形を呈した形となっている。しかし昭和62年度の発掘調査及び範囲確認調査の結果では

空堀が上記した餅釣館の北~東側にも存在し、これに地形を考慮すると本来の館は、頂点

を南にする略二等辺三角形を呈する形になるものと考えられる。二等辺三角形の高さ(南

北)は約 400m、底辺の長さ(東西)は 170~ 270 mと広大である。今回の範囲確認調査

は、館の北辺を限る東西方向の空堀とその南、北側を調査した。この空堀は、現況で上面

幅約 9m、下面i幅約 7m、深さ 0.6mの規模を持つもので、調査の結果は第 9罰の断面図

のとおり下面!隔は約 4m、深さ 1.5mとなり、堀の両側は若干ではあるが土塁状の高まり

となっている。

A.B.Cトレンチは、空堀の外側に当る部分であるが、縄文時代(中期)の土器、石

と考えられる溝、柱穴(径30~40cm)などがまばらではあるが出土、検出

された。 D トレンチは空堀部分である。 E トレンチからは回転糸切り痕を持つこ仁I~m器が出

土した。

以上の結果から本遺跡は、縄文，平安。中世にまたがる遺跡、と考えられる。

7 

A.B.Cトレンチ 、第 I (約20叩)、第II層黒色土(約10
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山王岱遺跡遺跡遇策 (南東』北西}

山主岱遭E寄 進協近策 <....酉}
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山王岱遺跡 Aトレンチ・溝 (東ー西〉

山王岱遺跡 Eトレンチ・火山灰倹出状況 (束ー西)



雪》

はりま館遺跡

i 所在地 鹿角郡小坂町小坂字下モ上ハ山47-1他

2 工事区域内遺跡酪積 34，000m' 

3 調査期間 昭和62年 8 月 24 日 ~9 月 5 日

4 調査担当者 船木義勝・栗沢光男・利部修・栄一郎・武藤祐浩

5 遺跡の立地と現況

遺跡は鹿角盆地北端、小坂川 申立地している。 遺跡が立地する段丘面

には南東一北西方向に関析谷が入 1)込み、標高 200~ 227 mの南東に傾斜した舌状台地と

なっている。本遺跡名の「はりま舘」は、両側に関析谷が入り込み独立丘陵状を呈するこ

の舌状台地先端部の通称によるものである u

現在の遺跡周辺の状況は、台地中央を東北縦貫自動車道が南北に縦断し、その東側は畑

地と雑木林および杉林 西側と南側は畑地と雑木林である。

6 調査の概要

(1) 遺跡の概観

本遺跡は北西から南東に傾斜する最大rlJ高400m前後を測る舌状台地上に立地する。台地

は地形から南東側の標高200~210m 前後の平坦部と台地中央の標高225~227m 前後の最高

位部とその周辺の急~緩斜面とに大きく分かれる。前者は既に東北縦貫自動車道建設に先

立って、中央部を縦断する形で調査が行われている。その結果、縄文時代前期および中期

末~後期初頭、の竪穴住居跡や土坑、平安時代の竪穴住居跡、などが検出され、さらにこのほ

かに、各時期の縄文土器や弥生土器なども出土し、多様な J}']杏をもっ逗湖、である、二とが明

らかとなっている。

今回の調去においては台地南東部で縄文時代の竪穴住居跡や集石遺構、さらには平安時

代の竪穴住居跡などを検出し、先の調査と i副長の状況 }才、

し I~ 0 
戸L、.J...h-lk ;41";，主11-7'、、l斗
、 口刈討し間口p，_ ~cふ

縄文時代の焼土遺構や土i充、 られたが、平安時代の遺構は検出できなかった。

以上のことから、現荘のところ台地南東部の平担部に主として縄文時代およ

の集落が展開し、台地北西部ではその性格は必ずしも明確ではないが、縄文時代の集落が

存在することが考えられる。なお、今回の調査においては中世の館跡の存在を裏付ける

構・遺物の検出はなかった。

(2) 調査の方法

19 



はりま館遺跡

市
同 を土克lこ 台地を二分して行った。比較的平坦で、見通しの良

い東側には東西方向に20m間隔を基本とするi福1m、長さ 6~70m のトレンチ20本と、

北方向に幅 1m、長さ 8~25m のトレンチ 5 本を入れ、計 738 m'の試掘調査を行った。比

較的傾斜の急な西側には台地中央の;最高位部とその周辺の緩斜面にi幅1m、長さ 2~17m 

のトレンチ52本を入れ、計 262m'の試掘調査を行った。

調査は遺構を検出した場合、その検出面で掘り下げを し、その検出状況の記録を作

成した。 遺構の検出がない場合は縄文時代以降の基盤層である黄褐色土層まで掘り下げ、

!断面の記録を行った。

7 調査の記録

(1) 

本遺跡の基本土層は以下のとおりである。

I 層:表土および耕作土である。層厚は1O~40cm前後を~NiJ る。台地中央の最高位部では

さ10cm前後と薄くなっている。

II層黒色土で、一部では浮石粒が混入する。層厚は 5~70cm前後で、台地中央の最高位

部では薄〈、南東側の斜面から平坦部にかけて厚く堆積している。また、北側では

困層と共に本層を欠く地点がある。本層は平安時代の遺物包含層である。

III層:大湯j手石層である。層厚10cm前後で、ほぽ調査区全域に堆積する。台地南東側では

上面で平安時代の遺構が確認される。

W層:暗褐色土層で、層)享10cm前後の薄層である。先の調査では弥生時代の遺物包含層に

比定されていたが、今回の調査では弥生土器の出土が乏しかったこともあり、本層

が該期の遺物包含層であるかは不明瞭である。

V 層:黒色土層で、層厚20~30cm前後を ìHlJ る。本層は調査区全域で大きな層摩の変化は認

められず、比較的安定した堆積状況を示している。桶丈u寺代の遺物証言層である。

VI層:基盤層の黄褐色土層へのj斬移層である。本題上面で縄文時代の遺構が確認できる。

(2) 遺中毒

h._ 
7 した い1"""1、‘fl'.しふ 3 ハ--r.，土空

ι、iν/ふイコソ (. a)も)0 

縄文時代竪穴住居跡 1 軒

i司溝 1 条

i可 土坑 5 基
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はりま館遺跡

同溝 3 条

同 土坑 2 基

縄文時代の遺構分布は、トレンチのかなりの範囲を II層上面で掘り下げを停止したため、

必ずしも明瞭で、はない。該期の竪穴住居跡は台地南端で後期に属するものを 1軒検出した

のみであった。先の調査結果を合わせて考えると、台地の南端側に縄文時代の竪穴住居跡

が分布し、台地東側に集石群が存在する状況がつかがわれる。集石には挙大の円礎を径50cm

前後の環状に配する特徴的なものも存在している。

一方、台地北西側では台地最高位部とその東南の緩斜面および、台地基部側の緩斜面に焼

土遺構、土坑、集石が散在している。

平安時代の遺構は、台地南東部で竪穴住居跡を主体にかなりの密度で分布している。こ

れに対し台地北西部では明確な遺構は検出されず、これらの地域は該期の遺跡の周辺部に

相当すると考えられる。

(3) 遺物

縄文土器は台地南東部では前期の円筒下層 d式土器が主体を占め、このほかに若ご子の後

期前半の土器が出土している。一方、台地北西部では中期末~後期前半の土器が顕著で、あ

り、前者とはその主体となる時期が異なる。

弥生土器も両地域から僅かに検出されているが、今回の調査では明確な出土膚位はとら

えられていない。

土師器は平安時代の遺構が集中する台地南東部からの出土が多く 北西部では乏しい。

以上の土器のほか、石銀、磨製石斧、高支石など若干の石器や鉄j宰が出土している。

8 範囲・時代・性格

本遺跡の今回の調査地内での範囲は東北縦貫自動車道を挟んで大きくは A~D 区の 4 地

点に及んでいる。

A区は舌状台地南東側の平坦部を中心とする範囲である。本E互には縄文時代および平安

時代の集落が重複して存在するものとみられ、北端の斜面部は集落の周辺部に当たり、相

対的に遺構・遺物の密度は低いものと想定できる。

B区は台地中央の最高位部とその南西側の斜面とを含む範囲で、主として縄文時代の中

~小規模の集落遺跡の存在が推定される。

C 区は東北縦貫自動車道西沿いの南端部て~'， A区の平坦部と一連の縄文時代および平安

時代の遺構が密に存在する地区である。

D区はB区の北西の緩斜面で、縄文時代の集落跡とみられるが その性格は明確で、はな

し'0

ーょっω



はりま館遺跡

第11図 はりま館遺跡{立霊園
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はりま館遺跡

十「
@トレンチV層

@トレンチV層

@トレンチ

。 10cm 

③トレンチV層

第15図はりま館遺跡出土遺物

〈こ二二〉 ⑪トレンチII層

?31cm  

くコ

@トレンチ

22 

21 

ζヨー 。 10cm 

第16図はりま館遺跡出土遺物
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はりま館遺跡
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はりま館遺跡 A尽遠来 〈北西ー筒束)

はりま館遺跡 A区遠景 〈西ー束〕



はりま館遺跡
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はりま館遺跡 8区(中央)C区{左側) (北東』南西)

はりま飽遺跡 A区〈左側)8区(右側) (北西ー南東〉



はりま館遺跡
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. 

はりま館遺跡 ⑬トレンチ (東ー西〉

はりま館遺跡⑥トレンチ・ III層よ面倹出鐙穴住居跡 〈東ー蕊〉
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はりま鎚遺跡 ⑪ トレンチ.V1Jl検出様 (lk...跨}

はりま鰭遺跡 ⑪ トレンチ・土屠 〈南東・~~t西}
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図
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はりま館遺跡 ⑫ トレンチ・1II1Iよ菌検出鐙穴住怠跡(手前) (茜酔束)

はりま館遺跡 ⑫ トレンチ・ V屠検出集右 (~t...ji開}



は句ま館遺跡
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図
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はりま館遺跡⑬トレンチ・lI1J費よ面の遺構確縁状況 (函ー東〉

はりま館遺跡 ⑬トレンチ・ VIJ曹上面検出集右 (北ー商〉
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版
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はりま館遺跡 ⑬トレンチ・mll上面検出竪穴住居跡 〈束ー西〉

， 

はりま館遺跡 ⑫ トレンチ.vli上面倹出軍基穴住居跡 (北』南)
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はりま館遺跡 ⑮ トレンチ.V]膚よ面倹出R穴住磨跡 (~t"'i軒)

はりま館遺跡 ⑮トレンチ.V]膚よ面検出焼£湯割問(中央) (西ー束)
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はりま館遺跡 ⑫ トレンチ ・V層検出銭石 〈酉』東}

はりま館遺跡 ⑩ トレンチ・羽層上面倹出土坑 〈東ー西〉
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はりま館遺跡 ⑮トレンチ .VJ"上面検出集石 〈東ー西}

はりま舘遺跡 ⑨トレンチ .VJ膚よ面倹出集石 〈東悟酉)
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ょうのめかわむかい

爵野富出向III

1 所在地 鹿角 Ilj~í'と輪ゴ:JI~ 型 r 1=IIIII(lJ 1 出

2 工事区域内遺跡面積 1.300m' 

3 調査期間 |岩手口62年 9月1日、 3 日 ~4 日

4 調査担当者 谷地主

5 遺跡の立地と現況

本遺跡は花輪盆J也のにある。花IljÍlÌì~{i: J山南 、~{i: J也凶tAi を北 JALする米代 111 が

盆地とそのfffim~ に接する高森 LLrJ也をflHiしているが、本j立hl亦はiι森山地の京立jjij、米代111
の標高190~ 210111 のやや起伏のある i王位J~iこ立地している。南北に 1Jlびる i 王 1;去の)引恨の 1-­

音liの南西斜面が遺跡である。現況は'):IIIJ也、荒地である。

6 調査の概要

(1) 遺跡の慨I0t

IJ::.I凌尾恨の南問料而からは!よい範同で縄丈土器、弥生土器、土grj]持が表ifrit主架されるの

今回の範囲昨認調査ではこの範伺 を試掘したが、休止|之 n寺代の ~LtJ'í:や平安 1I寺代の l:;，'引く

日昔、が村された。したがって本泣跡は平安1I寺代の集落跡である{也、縄文1I寺代や弥生11，]:

代のi丘Ij'W]:• :i立物も包蔵されている浪合遺跡である。

(2) 調売の方法

現在の農道とそのを|注いて、工事I汁l血iの!こ!こl心根k:'IJ:行にIIJ!I¥1 mのトレンチを 4;1三

中心線に la交するトレンチを 8本設定し、

る出二!こj立物、 i丘一土!留を観察し、そ

7 調査の記録

(1) 

210 m'の試i}:tiを行った。子千戸¥J!:Ii地}，¥におけ

をわこった。

ヱドi立跡の法*二L層は以 Fのとおりである。

I回:表一上 回!享は 20~40cm コ

IIJ百:大i易 5 ~ 10cI110 中央部で部分的に妓存する。

吐L 層!亨は10~ 30cI11 0 北半部では、この層をJhli1)込ん

跡が:1'持 !J;{~ されている P?"j半 j!îじではこの層まで郎、ドを乏けており、部分的に姥存する

NI吾:

vJ言:

は 30~40cl11什制丈 i時代、弥生 1I与代の j立物8_である

地山の -7'.、官フ

に Cf)ζ〉ハ

39 



沼野目)11向III遺跡

(2) 遺構

.1:]，，-凶検出した U，-fじっとおりであるハ

l 基

lWl二

時間不明の士坑 6 主主

土坑は南半部の比較的平担な部分に集中する。時期不明の土坑のうち円形のもの 5某は、

周聞から縄文が施文された土器の畑片が出土しているので縄文時代または弥生時代のもの

と考えられる。平安時代の竪穴住居跡のうち北半部で検出されたものは、埋土中に焼土や

炭化物が多く含まれており、焼失住居跡の可能性がある。

(3) 遺物

中及び周辺からは土 l~fIí器、空Q}主器が出土した。弥生土器は No. 124中心

杭周辺の土坑の埋土上面からまとまって出土した他、中央部付近で細片が表土中と第N層

中から出土した。縄文のみが;地文された土器の細片は主に南半部の表土中と第N層中から

出土した。

第19図 1、2、8、9は同一個体である。口縁部に平行沈線を主体とする文様が描かれ、

口縁の内而にも 1条の沈線がめぐる。 3は細い沈線で変形工字文が描かれる。 4は波状口

縁で口綾部に平行沈線による文様が描かれる。 5 、1O ~12は細かい撚糸文が施文きれたこ仁

器である。以上は弥生時代の土器である。 7はRLの縄文が施文された深鉢形土器である。

13はRLRの複節の縄文を施文し、浅く太目の沈線で曲線の区画を描いてその中を磨消し

ている。これらは縄文土器である。

土師器は杯、姿、 ~~~r 恵器は査の{山-7が出土した。第19図 14~16は土I~rp器1不である。 14は

底部が回転糸切りである。内面を黒色処理している。口径13.4cm、底径6.7cm、器高5.0cm

~ 5.5 cmを計る。 17、19、21は土師器禁である。 17は外面にタタキ目がある。 19、21は外

国をへラケズリ調整している。 18、20は煩恵器査である。 20は胴部下半をへラケズリ調整

し、内面には粘土初:の巻き上げ痕が残る。

8 範囲@時代@性格

子安11寺代の集落跡は丘陵の南西斜街全市に広がうていると考えられる。今回

範i封は、本遺跡の東端部分である。工事計画区域内の遺跡範囲はNo.127中心杭付近より

側約 110mの部分の計画路線rlJ高内である。その北半部は第五1}爵上而が平安時代の遺構崩で、

る。第N層は弥生時代、縄文時代の文化層で、造物が包含されている

f虫、ご1:上JL等の遺構の存在も巧・えられる G 南半古rsは既に第III層まで削ヂされておリ、

る第百層の上面で平安時代、弥生時代、縄文時代の遺構が検出される。
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第17図 用野呂川向血遺跡位置図
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用野目川向m遺跡遺跡全景 (南東酔北西)
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用野自JIII句IU遺跡北半部の現況 {北ー南〉
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用野呂川向m遺跡 N.126中心杭付近の竪穴住居跡健認状況 {北F 筒}
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用野目)11向11l遺跡 南半部調査トレンチ (南P 北〉
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用野自川向TIl遺跡 地122中心杭付近の土坑確認状況 〈茜F 東〉

事

用野自)11向III遺跡 No.123中心紙付近の土坑確沼状況 (東ー西)
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周野呂川向111遺跡 No.124とNo.124中心杭の中間の主筑碍a状況 (南ー北)

用野呂川向111;量歯車 仇124中心杭付近の土l1U書館紋況 {北東ー南西}
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